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１７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 

全産業 建設業 

１７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 
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その他の業種 建設業 

平成２９年出雲労働基準監督署管内の建設業の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 平成２９年の出雲労働基準監督署管内（出雲市、大田市、雲南市（三刀屋町、掛合

町、吉田町）、飯石郡）における建設業の労働災害の死傷者（休業４日以上）は、３６

件で、平成２８年と比較し４件の減少となりました。  

 過去１０年間の建設業の労働災害の推移は、上記グラフに示すとおり増減を繰り返

し、平成２７年からは減少傾向を示しています。 
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１７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 

土木工事業 木造建築工事業 その他の建築業 その他の建設業 

出雲署管内の建設業の労働災害の推移（休業４日以上） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設業の死亡労働災害（平成１８年～） 
発生年 業種 災   害   発   生   状   況 

平成 

１８年 

木造建築 

工事業 
普通乗用車を運転して交差点を右折中、左側から直進してきた普通貨物自動車が激突した。 

平成 

２１年 

土木 

工事業 

被災者は、橋梁建設現場において、鋼桁のジョイント箇所のボルト固定作業を行っていた。昼休

憩前になり、一人で作業をしていた被災者は、作業を中断し、他の作業員に休憩を呼びかけた。そ

の約１分後に「パタン」という音がし、その音を聞いた別の作業員が、橋梁足場上で倒れている被

災者を発見した。 

土木 

工事業 

道路から約２５ｍ下を流れる河川に倒れた雪害木の根株を引き上げるため、クレーン機能付きド

ラグショベルのクレーンモードの作業中、急斜面で玉掛けワイヤロープの掛け替え作業を行ってい

た被災者が、約２０ｍ下の川床へ転落した。 

平成 

２３年 

木造建築

工事業 

国道沿いにおいて、被災者はて電柱調査業務に従事していたところ、国道を走行してきた自動車

にはねられた。 

土木 

工事業 

被災者を含む５名が切羽近くで掘削作業を行っていたところ、ドラグジョベルとトラクターショ

ベルの運転者以外の被災者を含めた３名が後方で待機し、各機械によるずり出し作業を行っていた

ところ、被災者がドラグショベルの左後側の履帯部分にひかれた。 

土木 

工事業 

積載型トラッククレーンを使用して、還水タンクを隣に駐車した 

トラックの荷台に積み込み、当該トラックの運転席の屋根の上で 

クレーンのフックから玉掛け用ワイヤロープを外した後、トラック 

の運転席の屋根から降りようとしたところ、墜落し、クレーンの 

右側あおりに激突した。 

平成 

２６年 

その他の 

建設業 

変電所の設備の点検を行うため、点検範囲の停電措置を取ったが、 

被災者は活線区域の両端に「危険」表示を設置の上、母線の取付け 

部分の碍子をウエスで拭こうとしたところ感電した。 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

4日以上 

2週間未満 

18.6% 

2週間以上 

1か月未満 

25.8% 
1か月以上 

3か月未満 

43.8% 

3か月以上 

11.3% 

死亡 

0.5% 

第１２次労働災害防止期間中（平成 25 年～平成 29 年） 
に お け る 建 設 業 の 労 働 災 害 の 特 徴 
【事故の型別発生状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【被災程度別発生状況】           【月別発生状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

2 

2 

3 

5 

9 

10 

11 

14 

15 

17 

30 

74 

有害物等との接触 

感電 

高温・低温物との接触 

踏み抜き 

崩壊・倒壊 

激突 

動作の反動・無理な… 

交通事故 

飛来・落下 

転倒 

はさまれ・巻き込まれ 

激突され 

切れ・こすれ 

墜落・転落 

20歳未満 

1.5% 

20歳代 

13.9% 

30歳代 

20.1% 

はさまれ・ 

巻き込まれ 

8% 

50歳代 

20.6% 

60歳代 

25.8% 

70歳 

以上 

2.6% 

【年齢別発生状況】 



第１２次労働災害防止期間中（平成 25 年～平成 29 年） 
業  種  別  労  働  災  害  の  特  徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木工事業（６５件発生 建設業全体の３３．５％） 
墜落・転落災害 ２４件、３６．９％。 

激突され災害 １３件、２０％。 

はさまれ・巻き込まれ災害 ９件、１３．８％。 

飛来・落下災害  ６件、３．９％。 

切れ・こすれ災害 ５件、７．７％。 

建設機械災害 ８件、１２．３％ 

移動式クレーン災害 ７件、１０．８％。 

墜落・転落災害のうち７件１０．８％が 

はしご・脚立等による災害。 

木造建築工事業（４９件発生 建設業全体の２５．３％） 
墜落・転落災害 ２１件、４２．９％。 

切れ・こすれ災害 １６件、３２．７％。 

激突災害 ３件、６．１％。 

激突され災害 ３件、６．１％。 

墜落・転落箇所のうち７件、１４．３％が足場、 

６件、１２．２％が脚立、はしごによる災害。 

切れ・こすれ災害のうち７件、１４．３％がかんな盤、 

４件、８．２％が丸のこ盤による災害。 

その他の建築工事業（５９件発生 建設業全体の３０．４％） 
墜落・転落災害 ２５件、４２．４％。 

転倒災害 ９件、１５．３％。 

切れ・こすれ災害 ８件、１３．６件。 

交通事故 ５件、８．５％。 

飛来・落下災害 ３件、５．１％。 

動作の反動・無理な動作 ３件、５．１％。 

墜落・転落箇所のうち１０件、１６．９％が屋根、梁等 

による災害、９件、１５．３％が脚立、はしごによる災害。 

 

その他の建設業（２１件発生 建設業全体の１０．９％） 
墜落・転落災害 ４件、1９．０％。 

はさまれ・巻き込まれ災害 ４件、１９．０％。 

熱中症 ２件、９．５％。 

クレーンによる災害 ２件、９．５％。 

墜落・転落箇所のうち２件、９．５％が 

屋根、梁等による災害。 

熱中症はすべて７月、１４時から１５時に発生。 

 

 

このリーフレットに関するお問い合わせは 
出雲労働基準監督署（出雲市塩冶善行町１３－３ 出雲地方合同庁舎４階 ℡０８５３－２１－１２４０） 

（平成３０年４月作成） 


